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I｡ は じめに

那須茶 臼岳 ,高原 山,日光 白根 山では,火山地形お よびテフラ層序か ら,完新世の

噴火汚動が認め られる.これ らの火 山の周辺 には,榛名火山か ら噴出 したニッ岳軽石

(Hr-FP;新井 ,1962)が分布 している (Fig.1 ;町 田 ･新井 ,1992).

筆者 らは,名古屋大学年代測定資料研究セ ンターのタ ンデ トロン質量分析計を用い

て (Nakamuraetal.,1985;中村 ･中井 ,1988),これ らの火山のテフラ層 とHr-FP

の 14C年代 を測定 した.本稿では,その結果 を報告 して ,これ らの火 山の噴火頻度に

つ いて考察 する.
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Fig.1 IsopachmapfortheHaruna-Futatsudakepumicefalldeposit

(after,MachidaandArai,1992).Valueincm.

Hr:Haruna,Nks:Nikko-Shirane,Tk:Takahara,Ns:Nasu-Chausudake
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Ⅱ. 14C年代滑走値

試料の採取地点 をFig.2に, 14C年代測定値 をTablelに示す.試料の調製操作は,

中村 ･中井 (1988),北川ほか (1991)に従って行った. 14C年代値の算出には,

Libbyの半減期5,570年 を使用 し,西暦1950年か ら遡った年数 を示 してある｡測定誤差

は, lACの計数 にもとづ く統計誤差および分析計の状態の時間変動 を考慮 し,1標準

偏差 (1cr)で示 してある.

1.那須茶白岳

那須茶目岳の完新世テフラの模式柱状図をFig.3に示す.テフラの名称は,上から

下 に番号 をつ け,古文書 に記述されているもの,比較的広 く分布 し鍵テフラとなるも

のには固有名が与えられている (奥野 ･尾関,1993).今回測定 した試料Aと試料B

は,Loc.Q)で採取 された (Fig.2-a).試料Aは,茶 目降下スコリア (ChSfa)直下

の腐植層であ り,その 14C年代は,2,640±130y.B.P.(NUTA-2647)である (奥野ほ

か,1993b).試料Bは,弁天テフラ (Nasu-8)直下の腐植層であ り,その 14C年代

は,1,860±140y.B.P.(NUTA-2728)である.

Fig.2 Localitiesofanalyzedsamples.

Locs.⑥ ～⑧ indicatelocalities

ofcolumnarsections(Fig.4;

139o49′

138o58′

okunoetal.,1993a).Usingthetopographicalmapsof"Nasudake(a)"

"Shiobara(b)" "Nantaisan(C)"and "Haruna-sam(d)" of1:50,000

inscale,publishedfromGeographicalSurveylnstitute.
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Tablel Resultsof14C datingwithAMS

Sample Locality Stratigraphic Material 14C age*Error**Measurement

name (Fig.2) position (y.B.P.)(±1α) codenumber

@ BelowChSfa Humus

(∋ BelowNasu-8 Humus

@ BelowTk-Ue Humus

② AboveTk-Ue Humus

③ BelowNks-4 Humus

④ BelowHr-FP Charcoal

⑤ InHr-FP Charcoal

2,640±130 NUTA-2647

1,860±140 NUTA-2728

5,700±380 NUTA-2648

4,340±100 NUTA-2727

5,320±140 NUTA-2646

1,300±230 NUTA-2645

1,900±120 NUTA-2729

*BasedontheLibby'sl4C halflifeof5,570years;Oy.B.P.-A.I).1950.

**Basedonstatistical14C-countingerrorsandgivenasonestandard

deviation(onesigma).

藤 田ほか (1986)の報告 した 14C年代は,大丸火砕流群 (OmPfls)最上位の火砕

流堆積物の炭化木片が,5,810±270y.B.P.(JGS-153),その直下の腐植層が,5,770

±200y.B.P.(JGS-128),Nasu-3直下の腐植層が,520±190y.B.P.(JGS-137)であ

る (Fig.3).今回得 られた測定値は,これらの 14C年代 とも層位的に調和 しており,

ほぼ妥 当なもの と判断される.

2.高原山

高原 山北東 には,富士山溶岩 ドームと割れ目群があ り,この割れ目群から噴出した

上の原テフラ (Tk-Ue;奥野ほか,1993a)が,Hr-FPの下位 に近接することから,比

較的最近 (完新世 )に形成 されたものと考えられていた (中村ほか,1987).高原山

北麓での完新世テフラの柱状図をFig.4に示す.今回測定 した試料 Cと試料Dは,こ

のTk-Ue直下および直上の腐植層であ り,Loc.②で採取 された (Fig.2-b).試料C

の 14C年代は,5,700±380y.B.P.(NUTA-2648)である (奥野ほか,1993b).試料D

の 14C年代は,4,340±100y.B.P.(NUTA-2727)である.

Fig.4に示 した層準の腐植層 を試料 として, 14C年代 を学習院大学で測定 している

(GaX-16878-16883;奥野 ほか,1993a).2つの機関で測定 された 14C年代は,そ

れぞれの層準でほぼ一致 してお り,ほぼ妥当なもの と判断される.これらの 14C年代

か ら,Tk-Ueの噴出年代 は,5,500年前であると考えられる.

3.日光 自我 山

日光 白根山は,日光火山群 (山崎,1958)のなかで最 も新 しい火山である.五色山

と湯元の間のLoc.③では,Hr-FPを含む5枚のテフラが認め られる (Fig.5;奥野,

1993).今回測定 した試料 Eは,Nks-4直下の腐植層であ り,Loc.③で採取された

(Fig.2-C)｡得 られた 14C年代 は,5,320±140y.B.P.(NUTA-2646)である (奥野

ほか,1993b).

試料 Eのほかには日光 白根山の 14C年代は報告されてお らず,テフラ層やローム層
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の保存 も悪いので,今回の測定値の妥当性を判断することは難 しい.

1881tephra

1410tQPhra
1408tephra

Hr-FP
Nas_t1-5
Nasu-6

Nasu-7

Nasu-8
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Fig.3 Idealizedcolumnarsectionwiththe 14C agesof̀theHolocenetephra

layersaroundNasu-Chausudakevolcano(nottoscale).

4.榛名ニッ岳軽石 (Hr-FP)

榛名火山では,6世紀 に榛名ニ ッ岳渋川 (Hr-S),榛名ニ ッ岳伊香保 (Hr-Ⅰ)の2

つの噴火が認め られる (新井 ,1962;早 田,1989).Hr-FPは,Hr-Ⅰのときのプ リニー

式噴火 による降下軽石である.この噴火の年代 は,考古遺物 との層位関係から,6世

紀中葉 と推定 されている (坂口,1986).榛名火山の "6世紀噴火"の模式柱状図を

Fig.6に示す.今回測一定 した試料 Fは,Loc.④で,試料Gは,Loc.⑤で採取された

(Fig.2-a).試料 Fは,Hr-FP直下の腐植層中の炭化物であ り,その 14C年代は,

1,300±230y.B.P.(NUTA-2645)である (奥野ほか,1993b).試料Gは,Hr-Ⅰ噴火

で流下 した火砕流中の炭化木片であ り,群馬大学の早川由紀夫助教授 により採取され

た.その 14C年代は,1,900±120y.B.P.(NUTA12729)であ り,6世紀中葉よりかな

り古 い値である.
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Fig.4 ColumnarsectionswiththelAc agesofHolocenetephralayersin

northernfootofTakaharavolcano.

LocalitiesofsectionsareshowninFig.2-b.SymbolsasFig.3.

Ⅲ.噴火頻度

1回の噴火事件 (aneruptiveepisode)は,ローム層や腐植層な どの非噴火堆積

物 に挟 まれる一連の噴火堆積物 によ り定義される (Hayakawa,1985).非噴火堆積物

の下端 は徐々 に移 り変わるが ,テフラにはご く短期間の急速 な堆積 (-噴火)を示す

はっき りした境界がその下限 に認 め られる.風や降雨 ,生物 などによって撹拝される

と,小規模 なテフラは非噴火堆積物 と識別で きないことがある.噴火頻度を議論する

には,認識で きる噴火規模 を明 らか にする必要がある.最近6,000年間の那須茶目岳,

高原 山 ,日光 白根 山では,Nasullの 7×105m 3が ,認識で きた最小 の降下テフラであ

る (奥野 ,1994)･ したが って,ここでは最近6,000年間の体積106m 3以上の降下テ
フラを対象 と して議論 する.
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Fig.5 Columnarsectionwiththe14C ageoftheHolocenetephralayersof

Nikko-Shiranevolcano.

ThelocalityofthesectionisshowninFig.2-C.SymbolsasFig.3.

1,900±120y.B.P.(NUrA-2729)

(NUTA-2645)

Fig.6 1dealizedcolumnarsectionwiththe14C agesof "6thCentury-

eruptions" ofHarunavolcano(nottoscale).SymbolsasFig.3.

1.亦須蒼 白岳

最近6,0()0年間の那須茶 臼岳の噴火史は,ChSfa(2.7ka:2,700年前 )の噴火を境

と して2つのステー ジに細分 され る (奥野 ･尾閲 ,未公表 ).ChSfa以前は,溶岩流

出 にともな うプルカ ノ式噴火が特徴的であ り,その頻度 は約 1.3回/ky(ky:1,000年

間 )で ある.ChSfa以降は ,水蒸気噴火が卓越 してお り,その頻度 は,約3.8回/ky

である.この ようにChSfa前後で ,噴火様式 と頻度が大 きく異 なる.1408-10年噴火

は,水蒸気噴火か らは じま り山頂溶岩 ドームを形成 してお り (奥野 ･尾閲,1993),
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ChSfa以降では溶岩流出をともな う点で特異な噴火であるといえる.1881年噴火程度

の規模は,それ以前では検出できないと考えられ (奥野 ,1994),現在の茶目岳は,

ChSfa以前のようなプルカノ式噴火の卓越するステージに入 っている可能性がある.

2.高度山

高原 山には,富士山溶岩 ドーム と割れ目群のほかに新鮮な火山地形が認められない

ことか ら,この ドームを形成 した5.5kaの噴火のみであると考えられる.

3.日光 白衣 山

日光 白根山では,最近5,300年間でNks1-4の少な くとも4回の噴火事件が認められ,

計算 される噴火頻度は,約0.8回/kyである.Nks-1は,体積 6×106m 3の水蒸気噴火

であるが,Nks-2-4は,断続的なプルカノ式噴火による火山砂 も認め られ,溶岩の流

出をともなった可能性が高 い.Nks-2-4の分布が明 らかでないので具体的にはわから

ないが ,地形か らみておそ らく血 ノ池地獄溶岩 (奥野 ,1993)などの流出に対応 した

もの と考えられる.また,湯 ノ湖北東の三ツ岳溶岩 ドームは,男休火山末期の軽石涜

堆積物 より上位であ り (佐々木ほか,1993),Nks-2-4のいずれかに対応する可能性

がある｡その場合 には,噴火頻度 はさらに低 くなると考えられる.

Ⅳ｡おわ りに

本稿では,那須茶白岳,高原山,日光 白根山で得 られた 14C年代 にもとづいて,最

近6,000年間の噴火頻度 を議論 した.鈴木 (1992)は,体積0.1km3(-108m 3) 以上

の降下テフラを対象 として,那須火山の過去35万年間の噴火史を記述 している.鈴木

(1992)によると,那須火山の35万年間の噴火頻度は,0.06-0.08回/kyであり,こ

こで述べたものより2桁小 さい.これは,対象 とする時間や噴火規模が異なることに

よると考 えられる｡噴火史の記載や噴火頻度の議論では,その対象 とする時間と噴火

規模 を明記 して,その括動度 を評価 ･比較する必要がある.
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Abstract

Thispaperpresentsresultsof14cdatingwithAMSofhumicmaterialscollectedfromNasu-
Chausudake,TakaharaandNikkoIShiranevolcanoes,andcharcd fragmentsfromHarunavolcano,

∝n血 Japan (Table1).Basedonthe14cagesandestablishedtephm -stratigaphy,especiallyof

small-scaleeruptions(106m3inbulkvolume),eruption-frepuencyofthevolcanoes(exceptfor
Hamnavolcano)isdiscussed.

Valuesoftheeruption-fFequenCyareestimatedasl･3times/ky(duringfrom6kato2.7ka),3.8

times/ky(2.7ka～Oka)forNasu-ChausudakeandO･8times/ky(5･3ka～Oka)forNikko-Shirane･For

Takaharavolcano,onlythe5.5ka-eruptioncantx:recogmizedduringHol∝ene.
ForNasuvolcano,frequencyofsmall-scaleerupbonsinthispaperis2Orderslargerthanthatof

plinlaneruptions(>108m3)duringthelast350,000ye∬S(Suzuki,1992)･

Keywords:Erupbon-frequency'14cdatingwithAMS,Hol∝ene,Nasu,Takahara,Nikko
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